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　合い言葉：すべては子どもたちのために

 学年目標・めざす幼児像

 ３歳児（年少） ４歳児（年中） ５歳児（年長）

 園生活に慣れ、安心して過ごす
中で、教師や友達と好きな遊び
を楽しむ

身近な環境に関わる中で、自分
の思いを出したり、友達の思い
に気付いたりしながら遊ぶ

友達との関わりの中で、自分の
力を発揮し、主体的に園生活に
関わる

 幼児期の終わりまでに育ってほしい吉井西幼稚園児の姿

 環境の構成や援助の工夫・充実 健康な心と体の育成 豊かな人間性の基礎を育成

  
・幼稚園教育要領の趣旨を活かした

教育課程の推進 
◎幼児の発達やねらいに応じた園庭

や遊戯室の活用方法の工夫、改善 
・幼児の主体的活動を促す、環境の構

成と援助の工夫 
・地域人材、外部講師を活用した心が

動く体験や遊びの充実 
・観察や記録を基にした幼児の成長

の見取りと次の保育に活かす評価
の充実 

◎人と関わることを楽しむ幼児を育
成する環境の構成と援助の工夫

 
・「元気アップ高崎」のプランに

基づく三位一体の取組 
◎運動遊びの楽しさと心地よさ

を実感する環境の構成と援助 
◎食事を楽しむ食育と運動遊び

を連動させた給食指導 
・毎月の避難訓練の実施、遊び

の場での注意喚起、安全意識
や危機回避力の基礎を育成 

・成長を実感できる日常の言葉
かけやお誕生会、集会活動の
工夫

 
・自然の変化や不思議、命の営み

を体験できる園外保育や飼育栽
培活動 

・友だちの思いに気付き、協調し
て遊ぶ楽しさを味わう異年齢児
交流 

◎思いやりの心や対話力を育てる　
世代間交流の充実 

・表現への興味関心を広げ、自信
や意欲、感性を育てる表現遊び 

・創造力や豊かな情緒を育む読み
聞かせ活動

 教師力の向上 家庭・地域との深い連携 小学校との円滑な接続

  
◎ねらい、研修内容及び方法を明確に

し、幼児の成長を実感できる園内研修
の工夫 

・保育カンファレンスによる幼児理解と
全職員による支援体制の構築 

・保育、保健指導、危機管理等、高い専
門性を有した講師の招聘を行い、幅広
い見地からの研修を実践 

・園外研修への積極的な参加と成果報告 
・危機管理に強い教職員の育成 
・ICT を活用した保育の実践

 
◎登園時、降園時を活かした

チャンス相談の充実 
・子供や保護者の目線に立っ

たきめ細やかな援助の工夫 
・保育参観、懇談会、HP、通信、

行事等を通して園の目標、
教育活動等への理解の促進 

◎子供の成長につながる教育
相談や情報交換、資料提供
等、子育て支援の充実 

 
・「かけはしプログラム」の見直し

と改善 
・幼児期の終わりまでに育ってほ　

しい姿を窓口とした幼稚園教育
の理解と小学校への円滑な接続
を組織的に行う指導体制の確立 

・小学校との交流や授業参観を通
して、幼小の相互理解を深め、発
達や学びの連続性、一貫性を意識
した連携体制の構築 

高崎市が目指す子ども像 

たくましく、すすんで未来を切り開く子ども

教　育　目　標 
心豊かで　たくましい　吉井西幼っ子の育成 

①げんきな子 　　　②やさしい子 　　 ③かんがえる子 

地域の豊かな自然やもの、こと、人との関わりを生かした環境の構成や教師の援助を工夫し、身近な環
境への興味・関心、探究心を広げ、自信や意欲、自己有用感を高める質の高い幼児教育を進めます。そ
して、一人一人の幼児が自らの世界を広げ、未来に向かってたくましく健やかに成長するための学びの
芽生え・基礎を培います。 

知識・技能の基礎 
豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、わか

ったり、できるようになったりする。

思考力・判断力・表現力等の基礎 
気付いたことや、できるようになったことなどを使い、

考えたり、試したり、工夫したり、表現したりする。

学びに向かう力、人間性等 
心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする。

遊びを通しての総合的な指導

指導の重点 

自発的な遊びを通して心が動く体験を重ね、学びの芽生え･基礎を育てる


